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地
上
戦
が
あ
っ
た
那
覇
市
と

原
爆
投
下
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

た
長
崎
市
と
で
、
毎
年
行
っ
て

い
る
交
流
事
業
、
今
年
で
第
６

回
目
と
な
る
「
長
崎
市
少
年
平

和
と
友
情
の
翼
」
が
７
月
24
日

〜
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

市
か
ら
参
加
者
86
名
、
長
崎
市

か
ら
72
名
、
総
勢
１
５
８
名
は

バ
ス
４
台
で
、
戦
時
中
、
飛
び

か
う
砲
弾
の
中
を
南
へ
南
へ
と

逃
げ
ま
ど
っ
た
人
々
の
行
程
を

た
ど
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

　
バ
ス
の
中
か
ら
見
え
る
緑
豊
か

な
森
や
さ
と
う
き
び
畑
、
の
ど
か

な
村
落
は
、
当
時
、
艦
砲
射
撃
で

焼
き
尽
く
さ
れ
、
原
野
や
道
路
に

は
折
り
重
な
る
よ
う
に
横
た
わ
る

多
く
の
遺
体
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て

い
た
と
、
そ
の
悲
惨
な
様
子
を
市

職
員
の
平
和
ガ
イ
ド
が
説
明
。 

　
摩
文
仁
の
丘
で
は
、
敵
味
方
の

別
な
く
全
て
の
戦
没
者
の
名
が
刻

ま
れ
た
平
和
の
礎
に
献
花
、「
恒

久
平
和
」を
誓
い
ま
し
た
。 

　
地
域
住
民
や
傷
病
兵
な
ど
が
隠

れ
住
ん
だ
糸
数
豪
は
、
漆
黒
の
闇

に
閉
ざ
さ
れ
、
足
下
を
照
ら
す
た

め
の
懐
中
電
灯
の
灯
り
は
、
ま
る

で
、
闇
に
舞
う
蛍
火
の
よ
う
。 

　
１
分
間
の
暗
闇
体
験
に
子
ど
も

達
た
ち
は
、
闇
の
も
つ
不
気
味
さ

に
一
時
騒
然
と
し
ま
し
た
が
、
平

和
の
尊
さ
を
学
ぶ
い
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。 

恒久平和を誓い、戦没者の名を刻んだ平和の礎に献花。
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長崎市少年平和と友情の翼

マウス片手にチャレンジ
　
市
民
が
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー
ル 

を
習
得
す
る「
那
覇
市
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）講
習
会
」（
48
会
場
）
。 

　
古
蔵
中
学
校
の
会
場
で
は
30
代
か
ら
70
代
ま
で
の
受
講
生
が
初
め
て 

の
パ
ソ
コ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
マ
ウ
ス
を
片
手
に
、
隣
同
士
で
確
認
し 

た
り
、
手
を
あ
げ
て
講
師
に
質
問
す
る
な
ど
積
極
的
に
学
び
ま
し
た
。 

　
事
務
局
で
は
第
３
期
（
10
月
・
11
月
）、
第
４
期（
12
月
・
１
月
）
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
那
覇
市
Ｉ
Ｔ
講
習
会
事
務
局 

（
1
８
６
２-

１
９
２
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
第
11
回
那
覇
市
長
杯
争
奪
・
第
１
回
ゼ
ッ
ト
杯
争
奪
学
童
軟
式
野
球

選
手
権
大
会
が
８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
翁
長
市
長
が「
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
し
、の
び
の
び
と

大
好
き
な
野
球
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」と
那
覇
、
浦
添
、
豊
見
城
、

久
米
島
、本
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
日
南
市
か
ら
出
場
し
た
57
チ
ー
ム

を
激
励
し
ま
し
た
。北
川
築
君（
古
蔵
イ
ー
グ
ル
ス
）の
選
手
宣
誓
、
那

覇
・
浦
添
両
市
長
に
よ
る
始
球
式
に
続
い
て
、プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。熱
戦
の
結

果
、宇
栄
原
オ
リ
オ
ー
ル
ズ
が
初
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。 

 

フェアープレー誓い、熱戦。

　
異
常
潮
位
が
続
く
沖
縄
地
方
で
、
大
潮
期
の
満
潮
と
異
常
潮
位
が

重
な
り
、
各
地
で
海
水
が
道
路
に
あ
ふ
れ
だ
す
事
態
が
起
き
ま
し
た
。 

　
那
覇
市
で
も
漫
湖
周
辺
の
道
路
が
冠
水
、
泊
緑
地
の
遊
歩
道
が
海

水
で
覆
わ
れ
た
ほ
か
、
安
里
川
流
域
で
は
普
段
は
見
ら
れ
な
い
サ
メ

の
目
撃
情
報
ま
で
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
７
月
か
ら
そ
の
つ
ど

災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し
て
監
視
体
制
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
低
地

帯
の
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
浸
水
対
策
や
避
難
準
備
な

ど
の
警
戒
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

異常潮位で漫湖周辺が冠水

　
「
親
と
子
の
お
天
気
教
室
」（
共
催
・
沖
縄
気
象
台
、
那
覇
市
ほ
か
） 

が
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
内
の
４
教
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場
で
は
ス
ラ
イ
ド
で
台
風
、
地
震
、
津
波
な
ど
に 

つ
い
て
勉
強
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
が
お
天
気
○
×
ク
イ
ズ
に
挑
戦
、 

最
後
ま
で
残
っ
た
４
人
が
お
天
気
博
士
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
２
階
の
美
栄
橋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
竜
巻
の
発
生
・
大
気
圧
・ 

液
状
化
・
前
線
・
雲
の
発
生
の
各
実
験
装
置
の
前
で
身
を
乗
り
出
し
、 

興
味
深
そ
う
に
目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 
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